
公民  3 2 中 3  社会 小テスト  その 1 こたえ

公害と環境保全
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

公害をどう防ぎ、環境を守る社会をどうつくってきたのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 買い物でむだを減らし、 を守ることで、環境への負担を小さくできる。 (10点)

2 公害を出した企業が、その費用を負担する考え方を という。 (10点)

3 2000年に定められた、循環型社会づくりの基本となる法律を と

いう。 (10点)

4 政府は1967年に を定めた。 (10点)

5 三重県で起こった公害病を という。 (10点)

6 各地で公害が起こったのは、 の時期である。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 環境庁は、2001年から環境省になった。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 リサイクルは、ごみになる物を減らすことである。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 環境庁について、正しいものを選びなさい。　( エ )

ア 1993年に設けられた イ 1967年に設けられ、公害対策基本法を定めた

ウ 2000年に設けられ、循環型社会をつくった エ 1971年に設けられ、2001年から環境省になった (10点)

10 リユースの説明として、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア ごみになる物を減らすこと イ 使い終わった物をくり返し使うこと

ウ 使い終わった物を資源として再び利用すること エ 公害を出した企業が費用を負担すること (10点)

得点 / 100

分別

汚染者負担の原則

循環型社会形成推進基本法

公害対策基本法

四日市ぜんそく

高度経済成長

資源として再び利用する

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへ

の掲載・販売はできません。
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